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金光寺寺報
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☎ ０９８２
８３－２３３８

私の寺で、仏教壮年会の会長を務めておら

れる方がいらっしゃいます。当初は加入を勧

めても「今は忙しいので、仕事をやめて暇が

できたら考えます」と気のない返答でした。

ところが、頼りにしていた母親が高齢となり

病気もあって、母親がしていた数々のことを

この人がしなければならなくなりました。か

つて父親が若いとき、熱心にお寺に足を運ん

でおられたときの思い出が、こころの底に残っ

ていたのでしょう。近年、母親も亡くなり今

は一人暮らしですが、ますます熱心にお聴聞

を心がける生活をされています。

その姿勢が多くの人の目にふれ、今では地

域全体の仏教壮年会の中心となって活動され

るようになっています。その言動を通して、

念仏の教えに出遇えたよろこびが伝わってき
あ

ます。両親によせる熱い思い、悲しく寂しい

別離が縁となって念仏生活が始まったと語る

その男性に、数多くの人が出会ってきました。

そのすがたからは、確かなこころの支えを得

た人のやすらぎとよろこびが感じられます。

親鸞聖人は、苦悩の原因となる煩悩を断ち
ぼんのう

切りさとりを得る目標をもって、比叡山で二
ひえいざん

十年間、学問と修行に励まれました。しかし、

かえって自らの煩悩の深さに気づかれ、失意

のうちに山を下りてやがて法然聖人をたずね
ほうねん

られます。そして法然聖人のお導きによって

阿弥陀さまの本願に遇われるのです。阿弥陀
あ

さまは、悩み苦しむすべてのものをそのまま

救いさとりにいたらせようという誓い（本願）

をもって、今この私にはたらき続けてくださっ

ています。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 台風にも負けず 貴船菊 （１０月３日撮影・故田中鈴子家）

台
風
十
四
号
、
激
し
か
っ
た
で

す
ね
。
当
山
は
高
野
槙
の
枝
が
折

れ
て
駐
車
場
の
屋
根
に
倒
れ
、
屋

根
の
ス
レ
ー
ト
が
割
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
私
の
車
を
停
め
て
い
た

の
で
す
が
、
幸
い
、
鉄
骨
が
あ
り

災
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
▼
台
風
一
過
の
好
天
を
期
待
し

た
翌
十
九
日
は
雨
が
降
り
、
外
の

作
業
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌

二
十
日
に
坊
守
と
境
内
地
の
掃
除

を
始
め
た
の
で
す
が
、
桜
の
折
れ

た
枝
や
種
々
の
木
々
の
落
ち
葉
が

境
内
地
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い

る
様
子
に
唖
然
と
し
ま
し
た
▼
掃

除
を
一
日
中
行
い
ま
し
た
が
終
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と
か
見
れ

る
状
態
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
残

り
は
後
日
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
疲
労
困
憊
の
二
十
日
に
な
り

ま
し
た
。
残
っ
た
作
業
を
今
月
二

日
に
家
族
三
人
で
行
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
終
わ
り
ま
せ
ん
。
完
了
は
何

時
に
な
る
の
で
し
ょ
う
▼
台
風
一

過
と
い
え
ば
、
子
供
の
頃
は
台
風

に
も
家
族
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
「
一
過
」
を
「
一

家
」
と
勘
違
い
し
て
い
た
の
で
す
。

父
に
「
ど
ん
な
家
族
が
い
る
の
」

と
聞
き
、
間
違
い
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
「
聞
く
は
一
時
の
恥
、

聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
」
も
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
肝
に
銘
じ
て
い

ま
す
が
？

（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １０月
１８～１９日
２５日（終日）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

URL https://konkouji.jp/

10月３日現在アクセス数 135,549人
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光
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光
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鸞
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岡
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梶
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三
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忌
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日
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住
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依
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月
忌

十
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日

甲
斐
繁
子
様

六
・
七
日
忌

二
十
一
日

花
田
秀
義
様

四
・
七
日
忌

田
中
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子
様

一
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忌

二
十
二
日

田
中

登
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三
・
七
日
忌
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十
三
日
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キ
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エ
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二
・
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日
忌
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岸
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要
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回
忌
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五
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回
忌
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回
忌
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五
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久
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忌
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回
忌
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岡
リ
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回
忌
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梠
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回
忌
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・
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七
日
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没
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追
悼
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要
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宮
崎
市
）

金
光
寺
の
ひ
と
月

鞍岡の９月の天候 （アメダス）
最 低 気 温・ １０．１℃（２１日）
最 高 気 温・ ２９．８℃（ ９日）
夏 日 日 数・ ２３日/３１日
真夏日日数・ ０日/３１日
猛 暑 日 数・ ０日/３１日
月間総雨量・ 813.5mm(降雨日数・18日)
一日最大雨量・ ４２６．０mm（１８日）


